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西北県土整備事務所
鯵ヶ沢道路河川事業所

【資料編】



青森県基本計画「青森新時代」への架け橋は
青森県ホームページでご覧頂けます。

https : / /www.pre f . aomor i . lg . jp /sosh ik i / se i saku/
se i saku/maste r -p lan2024-2028 .html

はじめに

●２０４０年のめざす姿の具体像

若者が、未来を自由に描き、実現出来る社会

▲専用サイトはこちら！

〇 青 森 県 排 雪 予 定 マ ッ プ 〇

道路課ホームページで橋梁アセットマネジメント事業を紹介しています。

〇 雪道安全マ ッ プ 〇

青森県ホームページで公開しています！

青森県の排雪予定を確認できます！

お住まいの地域をタップ 排雪予定が地図上に表示

▲道路課ホームページはこちら！

▲道路課ホームページはこちら！

　本県を取り巻く状況をみると、これまでに経験したことのないスピードで進む人口減少、
若者の人口流出、今後ピークに向かう超高齢社会、危機的な状況となっている少子化の進
行、さらには、原油・原材料・物価高騰問題、激甚化・頻発化する自然災害など、立ち向かう
べき様々な課題があります。
　このような状況の下、県では令和５年１２月に青森県基本計画『「青森新時代」への架け
橋～よりそい、未来へつなぐ』を策定し、これまでの計画になかった政策テーマの一つとして
新たに「社会資本」～安全で利便性の高いインフラの整備～を掲げました。これにより、これ
まで以上に、県民の命と暮らしを守ることを最優先として、県民が日常生活で利用するイン
フラの整備や機能強化を着実に進めるとともに、あらゆる災害や危機に備えたインフラの強
靱化を進めていくこととしています。
　道路分野における具体的な取組として、ドローンやＡＩなどを活用した持続可能な「予防
保全型インフラメンテナンス」への本格転換による重点的かつ集中的なインフラ老朽化対
策の推進、広域交流の促進や地域間の連携強化を図る高規格道路の整備、代替性のある道
路ネットワークの形成などがあります。
　道路課では、青森県基本計画に合わせて『青い森のみちづくり』を策定しており、そのなか
で「青森のみちの将来像」として５つの基本方針・政策目標、その目標を実現するために定
めた１３の指標を定め、“命と暮らしが安全に守られる社会を支える道づくり”を目指して、
効率的で効果的な事業の推進に努めてまいります。
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三陸復興
国立公園

R7.4.1現在 R7.4.1現在

冬期の道路状況（弘前市賀田） 冬期の道路状況（青森市筒井）
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1,151,871人

参考資料：気象庁　積雪の深さ一覧表（令和6年11月1日～令和7年3月31日）
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」計統客込入光観県森青令和5年「光交流推進部観県 ： 典出

出典：ピカイチデータ　数字で読む青森県2024

出典：ピカイチデータ　数字で読む青森県2024
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令和４年度（カロリーベース）

116

　青森県には、三内丸山遺跡をはじめ、小牧野遺跡、是川遺跡、亀ヶ岡遺跡など、「北海道・北東北の縄文遺跡群」
が存在し、令和3年7月27日に世界文化遺産に登録されました。また日本を代表する火祭り「青森ねぶた祭」、津軽
の夏を彩る「弘前ねぷたまつり」、豪華絢爛な山車と囃子が魅力の「八戸三社大祭」、巨大な山車で圧倒的迫力を
醸し出す「五所川原立佞武多」のほか、春を呼ぶ豊作祈願のお祭り「八戸えんぶり」、艶やかな桜が咲き誇る「弘前
さくらまつり」など、優れた文化観光資源を有しています。

出典：令和5年　農林水産省統計

(%)

5

全国有数の水産業県

令和６年内水面漁業・養殖業生産量

から消費までを効率的・効果的につなぐ新たな流通ルート・手法が確立し、戦略的に国内外に販売されています。

（t）

」計統客込入光観県森青令和5年「光交流推進部観県 ： 典出
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管理道路延長 約 3,600 km 道路課の予算約 524（億円）
（令和6年度最終）

県が管理する橋梁 2,250 橋を
5年に1 回ＡＩを活用し点検して
います。

年間約 114 （億円）

道路の雪対策費用 （令和6年度最終）

454

790

777

549

551

518
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下北
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三八

中南

東青

6つの管内に分けて管理

（ｋｍ）

東青
中南西北 上北

三八

下北

改築系 ：バイパス整備、 道路拡幅 等
維持管理系：舗装補修、除雪、橋梁補修 等

通学路の歩道除雪【国道１０１号】

数字でみる青森県の道路 ※県が管理する道路
国・市町村が管理する道路は除く

（青森⇔東京を車で3往復程度の距離）

県民が期待していること第１位「除排雪」

維持管理予算の約３２％！！

除雪ＤＸ【位置情報把握・日報自動作成】

県民が期待していること第２位「維持管理」

舗装延長約 3,400 km を毎年1 回
ＡＩを活用して
点検しています。

改 築
３３％

維持管理
６７％524

（億円）

端末搭載

※雪対策費用には除雪、防雪柵、除雪機械、融雪施設に関する費用が含まれます

舗装DX（ AI点検） 橋梁の３Dモデル化

約353億約171億
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0 30 60 90 120

全線開通後

現況

未整備

13分短縮

13分短縮

　むつ市から七戸町を繋ぐ、下北半島縦貫道路の整備事業によって得られる成果を紹介します。
　下北半島縦貫道路の整備により、二次救急医療施設であるむつ総合病院から青森県立中央病院への救急
搬送には、未整備の状態では約2時間要しますが、全線供用後は約30分の時間短縮がされるなど、地域の医療
サービスが向上します。
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DXを活用した、インフラ整備と防災・減災の推進のため、
道路整備の状況を「見える化」します

①通学路歩道除雪カバー率

③通学路安全対策率

⑤緊急輸送道路における法面対策率

⑦舗装健全率

⑨舗装点検ＤＸ活用率

⑪３次医療圏内人口カバー率

⑬主要渋滞箇所解消率

②除排雪のＤＸ活用率

④緊急輸送道路における耐震補強率

⑥橋梁健全率

⑧橋梁点検ＤＸ活用率

⑩高規格道路整備率

⑫奥入瀬渓流におけるCO2削減率

84.0％

雪国あおもりの暮らしを支える道づくり

安心で快適な地域社会を形成するあおもりの道づくり

次世代へつなぐ持続可能なあおもりの道づくり

交流・物流の拡大と連携を強化するあおもりの道づくり

自然環境と共生するあおもりの道づくり

１．雪国

２．安心・快適 ４．交流・物流

５．自然環境

３．次世代

95.0％ 100％

0.0％ 100％ 100％

28.9％ 84.2％ 100％

81.3％ 84.9％ 100％

39.7％ 50.0％ 80.0％

71.6％
52Ｒ４Ｒ 目標Ｒ10目標

76.7％ 100％

91.9％ 92.3％ 93.1％

25.5％ 34.5％ 100％
86.4％ 90.0％ 100％

82.0％ 85.0％ 90.0％

0.0％ 100％ 100％

0.0％ 100％ 100％

52Ｒ４Ｒ 目標Ｒ10目標

Ｒ４ Ｒ25目標Ｒ10目標

8.2％ 13.3％ 38.0％
Ｒ４ Ｒ25目標Ｒ10目標

Ｒ４ Ｒ25目標Ｒ10目標

52Ｒ４Ｒ 目標Ｒ10目標

Ｒ５ Ｒ25目標Ｒ10目標

Ｒ４ Ｒ25目標Ｒ10目標

Ｒ４ Ｒ25目標Ｒ10目標

52Ｒ４Ｒ 目標Ｒ10目標

Ｒ４ Ｒ25目標Ｒ10目標

52Ｒ４Ｒ 目標Ｒ10目標

52Ｒ４Ｒ 目標Ｒ10目標

道路分野における１３のアウトカム指標

○通学路安全対策の状況［国道280号歩道整備］

○下北半島縦貫道路［国道279号【(仮)横浜I.C】］

○DXの活用状況［既設橋梁の3Dモデル化］

青森県基本計画の実現に向けて、１３のアウトカム指標を定めました。

基本計画の目標年次の「令和１０年度」と２０年後の「令和２５年度」の目標値を設定しています。

指標① 「通学路歩道除雪カバー率」は、地域の通学路に対して、どの程度歩道除雪が行われているかを示すものです。
令和25年度末までに100％を目指します。

指標② 「除排雪のDX活用率」は、GPS等を用いた先進技術を活用する除排雪作業の割合を示しています。
令和10年度末までに100％を目指します。

指標③ 「通学路安全対策率」は、道路管理者と警察等の通学路合同点検の結果、対策が必要となった箇所に対する対策実施率を示して
います。令和25年度末までに100％を目指します。

指標⑤ 緊急輸送道路における法面対策率は、緊急輸送道路上の法面における落石や土砂流出を防ぐための対策率を示しています。
令和25年度末までに80％を目指します。

指標④ 「緊急輸送道路における耐震補強率」は、緊急輸送道路上にある橋梁の耐震補強率を示しています。令和25年度末までに100％
を目指します。

指標⑥ 「橋梁健全率」は、県管理橋梁（約2250橋）について、補修の必要性が低い状態（健全度ⅠまたはⅡ）の割合を示します。
令和25年度末までに100％を目指します。

指標⑦ 「舗装健全率」は、舗装が敷設されている県管理道路（約3,315ｋｍ）について、補修の必要性が低い状態（MCIが4.0以上）
の割合を示します。令和25年度末までに90％を目指します。

指標⑧ 「橋梁点検DX活用率」は、点検AIを活用し、定期点検を行った橋梁の割合を示しています。
令和10年度末までに100％を目指します。

指標⑩ 「高規格道路整備率」は、県内の高規格道路の整備率を示しています。令和25年度末までに100％を目指します。

指標⑪ 「3次医療圏内人口カバー率」は、3次医療施設におおむね1時間で到達できる人口の割合を示しています。
令和25年度末までに93.1％を目指します。

指標⑫ 「奥入瀬渓流におけるCO2削減率」は、自動車排気ガス（CO2）の削減率を示しています。直轄権限代行で実施している
青橅山バイパスの完成により渓流区間のシャトルバスを除く自動車交通がなくなることにより、令和25年度末までに
100％を目指します。

指標⑬ 「主要渋滞箇所解消率」は、青森県渋滞対策推進協議会において設定した主要渋滞箇所数の解消率を示しています。
渋滞解消には、協議会で定めた一定の要件（信号待ち一回で交差点を通過など）を満たす必要がありますが、令和25年
度末までに38％を目指します。

健全度 ： 道路橋定期点検要領（国土交通省）に定める構造物の状態を表す4段階区分のこと。
健全度Ⅰ（機能に支障がない状態）～健全度Ⅳ（緊急に措置すべき状態）まである。

MCI ： 舗装点検要領（国土交通省）に定める舗装の状態を表す区分のこと。0.0～10.0で表され、3.9以下で修繕が必要な段階となる。

指標⑨ 「舗装点検DX活用率」は、舗装点検にICTを活用する割合を示しています。令和10年度末までに100％を目指します。

○通学路の歩道除雪状況［国道101号］

現状（R6末）

現状（R6末）

84.1％

43.8％

現状（R6末）

現状（R6末）

現状（R6末）

44.7％

83.8％

40.3％

現状（R6末）
91.0％

現状（R6末）
85.3％

現状（R6末）
40.0％

現状（R6末）
100％

現状（R6末）

現状（R6末）

71.6％

91.9％

○マイカー規制中の状況（社会実験）

現状（R6末）

現状（R6末）

41.7％

8.2％
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DXを活用した、インフラ整備と防災・減災の推進のため、
道路整備の状況を「見える化」します

①通学路歩道除雪カバー率

③通学路安全対策率

⑤緊急輸送道路における法面対策率

⑦舗装健全率

⑨舗装点検ＤＸ活用率

⑪３次医療圏内人口カバー率

⑬主要渋滞箇所解消率

②除排雪のＤＸ活用率

④緊急輸送道路における耐震補強率

⑥橋梁健全率

⑧橋梁点検ＤＸ活用率

⑩高規格道路整備率

⑫奥入瀬渓流におけるCO2削減率

84.0％

雪国あおもりの暮らしを支える道づくり

安心で快適な地域社会を形成するあおもりの道づくり

次世代へつなぐ持続可能なあおもりの道づくり

交流・物流の拡大と連携を強化するあおもりの道づくり

自然環境と共生するあおもりの道づくり

１．雪国

２．安心・快適 ４．交流・物流

５．自然環境

３．次世代

95.0％ 100％

0.0％ 100％ 100％

28.9％ 84.2％ 100％

81.3％ 84.9％ 100％

39.7％ 50.0％ 80.0％

71.6％
52Ｒ４Ｒ 目標Ｒ10目標

76.7％ 100％

91.9％ 92.3％ 93.1％

25.5％ 34.5％ 100％
86.4％ 90.0％ 100％

82.0％ 85.0％ 90.0％

0.0％ 100％ 100％

0.0％ 100％ 100％

52Ｒ４Ｒ 目標Ｒ10目標

Ｒ４ Ｒ25目標Ｒ10目標

8.2％ 13.3％ 38.0％
Ｒ４ Ｒ25目標Ｒ10目標

Ｒ４ Ｒ25目標Ｒ10目標

52Ｒ４Ｒ 目標Ｒ10目標

Ｒ５ Ｒ25目標Ｒ10目標

Ｒ４ Ｒ25目標Ｒ10目標

Ｒ４ Ｒ25目標Ｒ10目標

52Ｒ４Ｒ 目標Ｒ10目標

Ｒ４ Ｒ25目標Ｒ10目標

52Ｒ４Ｒ 目標Ｒ10目標

52Ｒ４Ｒ 目標Ｒ10目標

道路分野における１３のアウトカム指標

○通学路安全対策の状況［国道280号歩道整備］

○下北半島縦貫道路［国道279号【(仮)横浜I.C】］

○DXの活用状況［既設橋梁の3Dモデル化］

青森県基本計画の実現に向けて、１３のアウトカム指標を定めました。

基本計画の目標年次の「令和１０年度」と２０年後の「令和２５年度」の目標値を設定しています。

指標① 「通学路歩道除雪カバー率」は、地域の通学路に対して、どの程度歩道除雪が行われているかを示すものです。
令和25年度末までに100％を目指します。

指標② 「除排雪のDX活用率」は、GPS等を用いた先進技術を活用する除排雪作業の割合を示しています。
令和10年度末までに100％を目指します。

指標③ 「通学路安全対策率」は、道路管理者と警察等の通学路合同点検の結果、対策が必要となった箇所に対する対策実施率を示して
います。令和25年度末までに100％を目指します。

指標⑤ 緊急輸送道路における法面対策率は、緊急輸送道路上の法面における落石や土砂流出を防ぐための対策率を示しています。
令和25年度末までに80％を目指します。

指標④ 「緊急輸送道路における耐震補強率」は、緊急輸送道路上にある橋梁の耐震補強率を示しています。令和25年度末までに100％
を目指します。

指標⑥ 「橋梁健全率」は、県管理橋梁（約2250橋）について、補修の必要性が低い状態（健全度ⅠまたはⅡ）の割合を示します。
令和25年度末までに100％を目指します。

指標⑦ 「舗装健全率」は、舗装が敷設されている県管理道路（約3,315ｋｍ）について、補修の必要性が低い状態（MCIが4.0以上）
の割合を示します。令和25年度末までに90％を目指します。

指標⑧ 「橋梁点検DX活用率」は、点検AIを活用し、定期点検を行った橋梁の割合を示しています。
令和10年度末までに100％を目指します。

指標⑩ 「高規格道路整備率」は、県内の高規格道路の整備率を示しています。令和25年度末までに100％を目指します。

指標⑪ 「3次医療圏内人口カバー率」は、3次医療施設におおむね1時間で到達できる人口の割合を示しています。
令和25年度末までに93.1％を目指します。

指標⑫ 「奥入瀬渓流におけるCO2削減率」は、自動車排気ガス（CO2）の削減率を示しています。直轄権限代行で実施している
青橅山バイパスの完成により渓流区間のシャトルバスを除く自動車交通がなくなることにより、令和25年度末までに
100％を目指します。

指標⑬ 「主要渋滞箇所解消率」は、青森県渋滞対策推進協議会において設定した主要渋滞箇所数の解消率を示しています。
渋滞解消には、協議会で定めた一定の要件（信号待ち一回で交差点を通過など）を満たす必要がありますが、令和25年
度末までに38％を目指します。

健全度 ： 道路橋定期点検要領（国土交通省）に定める構造物の状態を表す4段階区分のこと。
健全度Ⅰ（機能に支障がない状態）～健全度Ⅳ（緊急に措置すべき状態）まである。

MCI ： 舗装点検要領（国土交通省）に定める舗装の状態を表す区分のこと。0.0～10.0で表され、3.9以下で修繕が必要な段階となる。

指標⑨ 「舗装点検DX活用率」は、舗装点検にICTを活用する割合を示しています。令和10年度末までに100％を目指します。

○通学路の歩道除雪状況［国道101号］

現状（R6末）

現状（R6末）

84.1％

43.8％

現状（R6末）

現状（R6末）

現状（R6末）

44.7％

83.8％

40.3％

現状（R6末）
91.0％

現状（R6末）
85.3％

現状（R6末）
40.0％

現状（R6末）
100％

現状（R6末）

現状（R6末）

71.6％

91.9％

○マイカー規制中の状況（社会実験）

現状（R6末）

現状（R6末）

41.7％

8.2％
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政策テーマ１ 雪

あおもりの暮らしを支える道づくり

■効果的な雪対策
青森県は全国でも有数の豪雪地帯であり、冬期交通、歩行者空間の確保は切実な課題です。
県では、500台以上の除雪機械を配置し、日夜除排雪作業に取り組んでいます。また、融・流雪溝や無散水消雪

（ロードヒーティング）施設等を整備し、車道や歩道空間の確保に努めています。今後も、除排雪作業と施設整備
を効果的に組み合わせ、効率的な雪対策に取り組みます。同時に、県民の皆様と協働した冬期対策を進めていきた
いと考えています。

●青森県の積雪寒冷地域及び豪雪地帯の状況

■近年の積雪状況
5日おきの積雪深図（青森、弘前、五所川原、むつ、野辺地の平均）

■ 本項目の目標と指標

●通学路歩道除雪カバー率
●除排雪のDX活用率

R4末時点 R10末時点 R25末時点
84.0%
0.0%

95.0%
100.0%

100.0%
100.0%

＜通常期＞ ＜冬期＞

すれ違い困難

冬期の渋滞状況

一般県道駒込筒井線（青森市）

主要地方道青森田代十和田線（青森市）一般県道荒川青森停車場線 青森市大野地区の通常期と冬期の様子

積雪地域
寒冷地域
豪雪地帯

青森県全域

特別豪雪地帯

青森市、黒石市、平内町、今別町
蓬田村、鰺ヶ沢町、西目屋村、野辺地町

●弘前市のうち旧相馬村

●五所川原市のうち旧五所川原市

●十和田市のうち旧十和田湖町

●平川市のうち旧平賀町、旧碇ヶ関村

●東北町のうち旧東北町

6市、5町、2村 計13市町村

●
全域

❄

冬の青森に効果的な雪対策を実施します
冬期交通に関する情報発信を迅速に行います目標

DXによる除排雪の体制を推進します

除排雪のDX活用率：GPSを用いた除排雪作業等の先進技術を活用する割合

R6末時点
84.1%
43.8%
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■冬期交通・歩行者空間確保の取り組み

車両交通の安全確保

歩行者空間の安全確保

効果的な
雪対策の組合わせ

車道機械除雪・排雪 防雪柵

流融雪溝・ロードヒーティング歩道機械除雪

（一）米山菖蒲川線 鶴田町

（一）下派立沼崎線 つがる市

（一）荒川青森停車場線 青森市 国道339号 中泊町

（一）久栗坂造道線 青森市

（主）青森停車場線 青森市

■除排雪ＤＸ取り組み例

出動状況 作業記録

ＧＰＳによる除排雪作業管理

除雪車にＧＰＳ端末を
搭載することにより
出動状況や作業記録を
一元管理

3次元地図

▼従来の作業 積雪前の道路情報を
３次元地図により表示
→安全に作業可能

３次元地図による雪山除雪サポート
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自転車歩行者道整備事例

■交通安全事業
通学路等における自転車歩行者道・歩道・交差点改良の整備などを順次行い、快適な歩行者空間の確保と事故の

防止を図っています。

■本項目の目標と指標

●通学路安全対策率
●緊急輸送道路における耐震補強率
●緊急輸送道路における法面対策率

R6末時点 R10末時点 R25末時点
44.7%
81.3%
39.7%

84.2%
84.9%
50.0%

100.0%
100.0%

80.0%

歩 道 整 備 事 例

交差点改良整備事例

三沢十和田線【自歩道】
十和田市一本木沢工区

松野木姥萢線【歩道】
五所川原市稲実工区

平成28年度～令和6年度

令和元年度～令和6年度

一般国道454号（八戸市尻内地内）
■事業の概要

八戸自動車道と国道454号との交差点である八戸
西スマートI.Cの供用（平成31年3月23日供用）に
あわせ、付加車線の設置等の交差点改良を実施

■事業期間
平成30年度

政策テーマ２ 安全・快適

な地域社会を形成するあおもりの道づくり

道路防災対策を推進し、安全安心な道路空間を確保します
地域性を活かした都市基盤の整備や良好な景観を形成します目標
事故危険箇所等における交通安全対策を推進します
災害時における代替性のある道路網を確保します

R4末時点
28.9%
81.3%
39.7%
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■橋梁補修・橋梁架替事業

●橋梁の耐震補強
地震時の橋梁被災を防止し、救急・救援活動や緊急物資の輸送など

復旧活動に重要な役割を果たすルートを確保するため、集中的に落橋
防止装置の設置や、橋脚補強などの耐震補強を実施しています。

●橋梁の補修・維持修繕
橋梁アセットマネジメント（※）に基づき、老朽化している床版や

桁の補修、再塗装や高欄補修などを計画的かつ効率的に行い、加えて
日常的な維持管理業務として伸縮装置の清掃等を実施し、橋梁の長寿
命化を図っています。

●橋梁の架け替え
橋梁の中でも劣化損傷が著しく、現状で危険な状態にある橋梁や、

構造的な弱点を抱えた橋梁について、緊急性に応じて順次架け替えを
行っています。

●市町村の支援
市町村の管理する橋梁の適正な維持管理体制の確立を支援しています。 ▲橋梁補修

一般県道妙堂崎五所川原線
五所川原大橋

橋梁アセットマネジメントとは…
橋はこれまで、悪くなってから架け替えるということを繰り返してきました。しかし今までのやり方では、

近い将来到達する橋の大量更新時代に対応することが出来ません。
橋梁アセットマネジメントでは、対策が必要な橋に優先順位をつけ、計画的な維持管理を行うことにより、

維持コストを最小化・平準化し、橋の長寿命化を実現させることが出来ます。

入導トンメジネマトッセア梁橋題課と状現く巻り取を橋
①橋梁点検の精度向上

● ITの活用による制度の高い点検を実施
●点検結果をもとに将来の劣化を予測

●橋梁毎に最小維持管理コスト
（LCC）を算出

●維持管理コストが最小となる
最適な補修時期を決定

▲LCC算出例

●予算との整合

●優先順位、対策橋梁を決定

▲予算の平準化を行います

●橋の多くは、高度成長期以降に建設が集中しています。

●橋の寿命は約50年程度といわれる事もあり、近い将来、
大量更新時代が到来することになります。

●しかし、厳しい財政運営で、橋ばかりにお金をかけるのは
不可能です。

●そこで、計画的、戦略的な維持管理が必要です。

長寿命化修繕計画を策定。効率的な橋梁補修に取り組んでいます。
取組み状況を道路課ＨＰで公表しております。

②最適補修時期を選定

③計画的な維持管理の実施

※
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■災害防除事業
斜面からの落石や土砂の崩落などが発生した場合、通行止めにより、生活や産業に大きな影響を与えます。

これを未然に防止するため、危険箇所に対して災害防止の対策を進めています。

現場吹付法枠＋緑化 網護防石落柵護防石落

市田和十号201道国村郷新号454道国町沢ヶ鰺線状環山木岩）主（

災害の発生が想定される箇所は、それぞれに番号を付けて管理しており、毎年点検を行っています。
点検結果は防災カルテにとりまとめ、『要対策』と判定された箇所から優先的に対策工事を行っており、
『対策不要』と判定されるまでは点検を継続して経過を観察しています。

施工前（要対策） 施工後（対策完了）
国道339号外ヶ浜町

フリーフレーム
工法

●対策事例

一般県道　町居平賀停車場線 平川市柏木町

●防災・減災機能の向上

●歩道空間の確保、バリアフリー化

●都市景観の向上

●情報通信網の強化
●電力の安定供給

無電柱化の効果

無電柱化（電線共同溝）のイメージ図 整備前 整備後

■無電柱化事業

道路防災点検
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■本項目の目標と指標

●橋梁健全率（構造安全率）
●舗装健全率（走行安全率）
●橋梁点検ＤＸ活用率

R4末時点 R10末時点 R25末時点
86.4%
82.0%
0.0%

90.0%
85.0%

100.0%

100.0%
90.0%

100.0%
●舗装点検ＤＸ活用率 0.0% 100.0% 100.0%

政策テーマ３ 次世代

持続可能なあおもりの道づくり

DX

DXを活用した効果的な整備や持続可能な維持管理を行います
次世代自動車に対応した道路整備を推進します目標

■道路舗装点検・管理業務のDX構築

■橋梁のAI点検診断

■道路舗装点検の現状
・5年に一度の路面性状調査（舗装点検）
・道路パトロールによる日常点検

■道路維持管理の現状
・青森県は積雪寒冷地であり、融雪期にポットホー
ルが多数発生している状況

■問題点
・調査費用が莫大、かつ、一度の調査に対する延長
が短い

・人力による維持管理の負担が大きい

■問題点
・ポットホールが発生してから修繕する事後保全型
の管理により、維持管理対応が追いつかない

上記問題を解決するために、DX構築

■道路舗装点検・管理業務のDX構築
・道路パトロール車両にスマホを搭載し路線を走行することで、AI
による舗装点検が可能となり、効率的で詳細な点検を実施する

・調査費用も安価、かつ、1年で全管理延長の舗装点検が可能とな
る

・AIにより舗装損傷度からポットホール発生箇所の予測が可能とな
り、点検・診断・施工・マネジメントが一体となった予防保全型
メンテナンスの構築に取り組んでいる

これまでの知見とAIが融合したシステムを活用することで、点検者によるばらつきや見落としのない
信頼性の高い点検を実施します。

劣化機構：漏水・遊離石灰
損傷程度：d 健全度：3.0

・ひび割れから水が生じているため
劣化機構は漏水・遊離石灰と推定される

・漏水が進行し遊離石灰が生じているため 損傷程度d
・要素の総合的な健全度は3.0

診断作業はマニュアルを参考に人が考えて行う

損傷程度
（損傷の度合い）

ー
a
b
c
d
e
ー

小さい

大きい

健全度
（橋の機能に影響を及

ぼす度合い）
ー
5
4
3
2
1
ー

少ない

多い

画像中の損傷割合：61.97% AIが損傷部を自動で認識し、損傷範囲が青色で強調される。

損傷程度：d 健全度：3.0AI診断結果（次世代）

診断作業は、基準書と過去の診断記録を学習させた
AIに、写真を読み込ませることで、自動で診断を行う

損傷程度：d 健全度：3.0人診断結果（従来）

R6末時点
91.0%
85.3%
40.0%

100.0%
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■本項目の目標と指標

●高規格道路整備率
● 3次医療圏内人口カバー率
（2次・3次医療圏内人口カバー率）

R4末時点 R10末時点 R25末時点
71.6%
91.9%

(99.1％)

76.7%
92.3%

(100.0％)

100.0%
93.1%

(100.0％)

■青森県の幹線道路網について
高規格幹線道路をはじめとした広域的な高速道路体系の整備とともに、地方生活圏中心都市間の連携や交通拠

点へのアクセス強化などを支援する国道・県道の整備を推進します。

長延名所箇名線路

一般国道101号
津軽自動車道 柏浮田道路（※） つがる市 12.3kmA

一般国道103号
奥入瀬（青撫山）バイパス（※） 十和田市 5.2kmB

一般国道279号
下北半島縦貫道路 むつ南バイパス むつ市 8.7kmC

一般国道279号
下北半島縦貫道路 奥内バイパス むつ市 11.0kmD

一般国道279号
下北半島縦貫道路 横浜北バイパス

むつ市
～横浜町

10.4kmE

一般国道279号
下北半島縦貫道路 横浜南バイパス 横浜町 7.0kmF

一般国道4号
下北半島縦貫道路 野辺地七戸道路

野辺地町
～七戸町

7.1kmG

一般県道
後平青森線 後平バイパス 七戸町 1.6kmH

現在進められている主な事業

横浜北バイパス
（(仮)横浜インターチェンジI.C）

むつ南バイパス
（(仮)むつ奥内I.C）

青橅山バイパス

（※）は国土交通省青森河川国道事務所の事業です。

政策テーマ４ 交流・物流

を強化するあおもりの道づくり

主要幹線道路ネットワークの構築を推進します
物流拠点や防災拠点・医療拠点へのアクセスを強化します

目標

市街地の円滑な道路交通を確保します

長延名所箇名線路

一般国道279号
下北半島縦貫道路 むつ南バイパス むつ市 5.3km

一般国道279号
下北半島縦貫道路 横浜北バイパス
（部分供用）

むつ市
～横浜町 1.5km

一般国道279号
下北半島縦貫道路 横浜南バイパス 横浜町 7.0km

令和７年度開通予定箇所

１

２

３

（※）

91.9%
(99.1％)

R6末時点
71.6%
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供用中

令和６年度開通箇所

令和７年度開通予定箇所

現在進められて
いる主な事業

供用中

令和６年度開通箇所

令和７年度開通予定箇所

現在進められて
いる主な事業

一般国道45号 上北自動車道 天間林道路
（令和4年11月27日供用）

事 業 位 置 図

A

B

C

D

1

G

E

F
2

H

3

西目屋村
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■一般国道７号 鶴ヶ坂防災

■下北半島縦貫道路
下北地域の中心都市であるむつ市を起点とし、上北郡七戸町で東北縦貫自動車道八戸線と連絡する延長約70km

の地域高規格道路で、広域交流の促進や地域間の連携強化を図るものです。

下北半島縦貫道路の必要性
①半島性の解消、地域間交流の促進
青森市～むつ市間を概ね1時間で連絡

②物流ネットワークの強化
定時性の確保、安全性の向上

③緊急医療体制の支援
三次救急医療施設への連絡強化

④国家プロジェクトの支援
エネルギー供給基地へのアクセス強化

令和７年度の整備方針
●むつ南バイパス（L=8.7km）
むつ市街地で慢性的に発生している交通渋滞緩和を
図るため、舗装工事を推進します。

●横浜北バイパス（L=10.4km）
豪雪等災害時における代替路の確保、(仮)横浜I.Cに
直結する道の駅「よこはま」との連携を図るため、
改良工事、舗装工事を推進するとともに、横浜 I.C
以北の改良工事を推進します。

●横浜南バイパス（L=7.0km）
第1次緊急輸送道路の機能強化、救急医療施設への
アクセス性向上を図るため、舗装工事を推進します。

●奥内バイパス（L=11.0km）
下北半島縦貫道路のミッシングリンク解消、国道279
号のダブルネットワーク化を図るため、調査、設計を
推進します。

■事業の概要
・国道７号の鶴ケ坂地区における雪や道路構造による
通行止めのリスク軽減を目的とした防災事業

・令和３年１２月の大雪による交通障害に伴い、長時間
にわたる通行止めが発生したこと等を踏まえて防災機
能強化を実施

・４車線拡幅により立ち往生車両発生時でも最低１車線
の交通確保が可能となるなど安定した道路ネットワー
クの確保

・４車線拡幅により、交通混雑が緩和

■事業の効果

■令和７年度の事業内容
・調査設計、用地買収

スタック発生状況 降雪時の混雑状況 現地状況
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供用区間の整備効果
高速性・定時性の確保

開通区間の並行現道には、信号の連続により渋滞する野辺地
市街地やJR大湊線と平面交差する踏切があるため、通過には
時間がかかりました。

現道の障害を回避することができ、また交差道路はすべて立体
構造のため、高速性・定時性を有した安定走行が可能となりま
した。

渋滞する野辺地市街地 JR大湊線と平面交差する踏切 開通により安定走行が可能

安全性の確保

県内有数の豪雪地帯である野辺地町の市街地において、路肩
への堆雪により、道路幅が狭くなり、走行性の悪化が発生し
ていました。またアップダウンの激しい箇所が存在し、視認
性が悪く、冬期のスリップ事故の原因となっていました。

路肩を広くとっているため、冬期における十分な車線幅の確保が
可能となりました。また中央分離構造や非常に緩やかな線形・
縦断勾配での整備により、走行の安全性が図られました。

路肩堆雪による幅員狭小状況 アップダウンの激しい現道 開通により安定走行が可能

I.C（インターチェンジ）と直結する道の駅を核とした防災拠点づくり
下北半島縦貫道路（仮）横浜インターチェンジと直結する道の駅よこはま周辺エリアを、「産業振興」、

「地域福祉」、「防災」の機能を有する地方創生拠点として整備し、交流人口の拡大や少子高齢化に対応し
た安全・安心な地域づくり、地域防災力の向上や広域的な復旧振興に資する強靱な社会基盤の実現を目指し
ています。

下北半島縦貫道路
（仮）横浜インターチェンジに直結
道の駅よこはまエリア全景
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■一般国道101号 津軽自動車道

■事業の概要
・津軽自動車道の一部を構成する一般国道の自動車専用道路

柏浮田道路

■事業の効果
・高盛土等で吹きだまり雪堤が形成されにくくなり、冬期走行環境が改善
・ブランドメロンのさらなる出荷量の増加等、地域産業の活性化
・主要な交通拠点からのアクセス性が向上し、周遊エリアの拡大など周遊観光を支援

■令和７年度の事業内容
・調査設計、用地調査、用地買収、改良工事

※一般国道101号津軽自動車道は、国土交通省において整備中です。

（仮）浮田IC周辺の状況

（仮）木造IC周辺の状況

（仮）つがる柏IC周辺の状況

付加車線整備
延長 1.5km
（R2完）

■ 一般国道101号 （追良瀬Ⅱ期バイパス）

■路線の概要

・津軽地域と秋田県能代港、青森港を結ぶ重要物流道路

■事業の効果

・現道における平面線形不良区間及び過去の通行止め発生区間の解消
・平常時、災害時を問わない安定的な輸送の確保
・当該路線整備に伴う周辺港湾の取扱量増加による産業振興支援への寄与

■令和７年度の事業内容

・橋梁上部工

一般国道101号

追良瀬Ⅱ期バイパス
一般国道101号

追良瀬Ⅰ期バイパス

延長 3.6km

（当該工区）

延長 2.4km

（H19供用）

(２工区) (１工区)

延長

2.4km

延長

1.2km

至 青森市
101

至 秋田県

101

▲ 追良瀬Ⅱ期バイパス概要図

追良瀬Ⅱ期バイパス周辺の状況

至 青森市

至 秋田県

日本海
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■主要地方道 八戸環状線
主要地方道八戸環状線は、東北縦貫自動車道八戸北IC・八戸ICを経由し、重要港湾八戸港に至る幹線道路

で、各種交通結節点を連結し物流を支えるとともに津波災害時の避難路となる重要路線です。現在は天久岱
工区、市川Ⅱ期工区（道路事業）及び尻内工区（街路事業）の整備を進めており、各種交通結節点及び総合
病院へのアクセス性向上を図ります。平成30年度には、天久岱工区の起点側1.0kmが部分供用されました。

所要時間の変化（分） 整備の効果

①高速道路IC、新幹線駅、港湾などの交通拠点を連絡

②中心市街地に集中する自動車交通の分散

③産業の活性化や市民生活の利便性向上

■中居林工区開通状況（平成27年3月31日供用開始） ■天久岱工区事業実施状況
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■渓流沿いの現状 ■現状

・渓流区間を迂回する道路
もつづら折りで道路幅が
狭く、すれ違いが困難な
状況。

・奥入瀬渓流区間の迂回路
として機能するが、道路
構造上大型車は一方通行
規制となる。

上記問題点を解決するため

■青橅山バイパスの整備の開始

・渓流区間を迂回する青橅山バイパスが国土交通省の直轄
権限代行事業として平成25年に採択された。

・青橅山バイパス開通後は、渓流内の一般車両通行止めを
実施することで、奥入瀬渓流の自然を保護することが可能
になる。

しかし奥入瀬渓流は県内有数の観光地なので

奥入瀬渓流利活用検討委員会（H25発足）
（委員長：筑波大学石田名誉教授）

奥入瀬十和田利活用協議会（R5発足）
（協議会長：青森県知事）

・地元関係者と協議を行い、
青橅山バイパス開通後の奥入瀬渓流の
在り方について協議している。

・現在は、青橅山バイパス開通後の事業計画案を作成中。

・地域の課題や将来の目指す姿、これを達成するための
戦略について利活用検討委員会で協議し、
平成30年に奥入瀬ビジョンとして取りまとめた。

報告

助言

■交通渋滞によるオーバーツーリズム ■大型車のすれ違い困難な七曲区間

■国道103号奥入瀬（青橅山）バイパス事業（H25～）

■「地元関係者」や「学識者」と将来の奥入瀬渓流についての在り方を検討

■本項目の目標と指標

●奥入瀬渓流におけるCO2削減率
●主要渋滞箇所解消率

R4末時点 R10末時点 R25末時点
25.5%
8.2%

34.5%
13.3%

100.0%
38.0%

政策テーマ５ 自然環境

あおもりの道づくり

貴重な自然環境を保護しながら道路空間を確保します
地域資源の利活用につながる道づくりを進めます目標

・我が国を代表する景勝地の「奥入瀬渓流」沿い
を走る「国道102号」は、十和田湖～八甲田を
連絡する重要な観光道路であり、津軽～南部
地方を結ぶ産業・生活道路でもある。

・十和田八幡平国立公園の特別保護地区に指定さ
れている奥入瀬渓流区間は、観光
シーズンには渓流を訪れる車輌に
よる渋滞が発生し、渓流の自然環
境への悪影響が懸念されている。

R6末時点
41.7%
8.2%
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■将来の担い手不足を見据えた自動運転実証実験を令和6年10月21日(月)～27日(日)に実施しました。
■３種類の自動運転車両が同時に奥入瀬渓流で走行実験しました。
■バイパス完成後に実現する天然の自然博物館「奥入瀬フィールドミュージアム」として、エコツアーガイドが同乗するなど
高付加価値化した観光コンテンツと、単なる移動手段ではない奥入瀬ならではの自動運転走行実験を実施しました。

■奥入瀬アカデミーの開催

■将来の担い手不足を見据えた自動運転実証実験

■奥入瀬アカデミーとは、奥入瀬の魅力や価値等の発信、知的情報の蓄積、奥入瀬に関与する人材の育成などを
目的に、産学官連携で取り組む継続育成プログラムの総称です。

■①専門講座、②県民出前講座、③エコツアーガイド養成講座の３つの主軸で構成し、「奥入瀬のことを、もっと知りたい」
と思う人であれば、どなたでも参加可能です。

■過年度に実施した小中学生を対象としたフィールド体験学習も当プログラムに含むなど、子どもから大人まで幅広い層が
奥入瀬の自然をまるごと「学び」の場として活用できる機会を提供することで、教育カリキュラムと観光資源とを融合させた
バーチャル学校の開校を目指します。

▲専門講座（アカデミー講座）

■自然環境保全と渋滞解消を目的に、現在奥入瀬（青橅山）バイパス事業が進んでおり、同時にバイパス開通後には、
奥入瀬渓流区間の交通規制をする取り組みが進んでいます。

■7日間（ 令和6年10月21日（月）～10月27日（日） ）、青橅山バイパス開通後に向けた社会実験を実施し
来訪者にはマイカーのいない上質な空間を提供しました。
令和７年度は10月27日（月）～11月2日（日）の7日間を予定しています。

■マイカー交通規制の実施

▲MiCa ▲iino type-S1300 ▲GSM8

▲専門講座（アカデミー講座） ▲県民出前講座（未来の奥入瀬講座）
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72,676,007（単位：千円） 72,676,007（単位：千円）

7
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高規格道路

令和7年4月現在

洋野階上道路（階上町～岩手県境）

供用済

6.1
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青森県の広域道路整備基本計画
広域道路整備基本計画とは…
　「広域道路整備基本計画」は、国土全体、地域全体という広域レベルの社会交流を支え、地域の連携を促すネット

ワークとして高規格幹線道路の整備と合わせ、地域高規格道路網や、これらと一体的に機能する広域的な幹線道路網

の整備を計画的に進めるため、関連する交通機関、交通拠点（空港、港湾、高速鉄道駅）や都市拠点等の地域拠点を

はじめ、国土利用、土地利用等の整合のとれた幹線道路網計画を策定するものです。

■道路整備の目標

広域道路選定の基本的考え方
広域的には、地方生活圏中心都市、二次生活圏中心都市、産業拠点、観光拠点及び交通結節点を有機的に連絡し、

高規格線道路を補完する道路網

都市部については、都市の機能強化を図る環状・放射道路、交通拠点間を連絡する道路

●

●

広域道路（交流促進型）の選定の基本的考え方
①広域集積圏相互の連携を強化する道路

②都市の環状道路

③半島地域の骨格の形成など、地域集積圏内の主要な市町村と核と

　なる主要都市との連絡を強化する道路

④①～③の道路と高規格幹線道路との連絡を強化する道路

⑤①～④の道路と空港・新幹線駅・港湾などの交通拠点、または

　地域振興プロジェクトなどの産業拠点との連絡を強化する道路

地域交流促進のための将来目標

●県都青森市と

　地方生活圏中心都市間

●地方生活圏中心都市と

　圏域内市町村間

●高規格同御 IC への到着時間

概
ね
１
時
間

津軽自動車道（鰺ヶ沢道路） 上北自動車道（上北天間林道路）

■青森県広域道路網マスタープラン
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■青森県広域道路網マスタープラン（H5.12）

■広域道路ネットワーク計画（R3.6）

▲広域道路ネットワーク路線一覧表

■広域道路ネットワーク路線一覧表
詳しくは「新広域道路交通計画」をご覧下さい。
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Ｌ＝７．４㎞

八戸北Ｉ.Ｃ八戸北Ｉ.Ｃ

八戸西スマートＩ.Ｃ八戸西スマートＩ.Ｃ

津軽港

六戸ＪＣＴ六戸ＪＣＴ

尾上黒石道路

そ
の
他
道
路

(

高

規

格

幹

線

道

路)
(

地
域
高
規
格
道
路)

並行路線供用済

基 本 計 画

※高速道とは高速自動車国道（Ａ路線）
※並行路線とは高速自動車国道に並行する
　自動車専用道路（Ａ′路線）
※一般国道路線とは一般国道自動車専用
　道路（Ｂ路線）

L＝12.3㎞L＝3.7㎞ L＝3.8㎞

五所川原西BP

令和７年  ４月現在

八戸南道路

洋野階上道路

久慈北道路

八戸南環状道路

吹越BP
Ｌ＝5.8㎞

横浜南BP
（事業中）

横浜北BP
（事業中）

有戸BP

Ｌ＝６.３㎞

Ｌ＝６.３㎞

Ｌ＝６.９㎞

むつ南BP
（事業中）

鰺ヶ沢道路
柏浮田道路
（事業中） 浪岡五所川原道路

L＝15.7㎞ L＝2㎞

L＝約38㎞

久慈道路

有戸北BP

Ｌ
＝
８.７
㎞

六戸・三沢Ｉ.Ｃ六戸・三沢Ｉ.Ｃ 三沢・十和田・下田Ｉ.Ｃ三沢・十和田・下田Ｉ.Ｃ

下田百石Ｉ.Ｃ下田百石Ｉ.Ｃ

上北Ｉ.Ｃ上北Ｉ.Ｃ

六ヶ所Ｉ.Ｃ

上北自動車道上北自動車道
Ｌ＝約24㎞Ｌ＝約24㎞

Ｌ
＝
８.６
㎞

Ｌ
＝
８.７
㎞

Ｌ
＝
２３
㎞

Ｌ＝３．２㎞

Ｌ
＝
７.０
㎞

Ｌ
＝
１０.４
㎞

Ｌ
＝
約
７０
㎞ 

二井田真中I.C二井田真中I.C

二ツ井
白神I.C

蟹沢I.C

二ツ井
白神I.C

蟹沢I.C

六ヶ所Ｉ.Ｃ

むつ尻屋崎Ｉ.Ｃむつ尻屋崎Ｉ.Ｃ

むつ東通Ｉ.Ｃむつ東通Ｉ.Ｃ

横浜吹越Ｉ.Ｃ

青森空港
有料道路

つがる柏I.Cつがる柏I.C

鰺ヶ沢I.C鰺ヶ沢I.C

高速道供用済

うち県内Ｌ＝３㎞

Ｌ＝１１３㎞

Ｌ＝
１３.２㎞
Ｌ＝
１３.２㎞

Ｌ＝
１４.３㎞
Ｌ＝
１４.３㎞

小坂北I.C

（八戸ＪＣＴ）

（県境）

野辺地BP

（
県
境
）

Ｌ
＝
25.3
㎞

（
青
森
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）

北
　
海
　
道
　
新
　
幹
　
線

青
函
ト
ン
ネ
ル（
北
海
道
新
幹
線
）

Ｅ45

Ｅ4A

Ｅ4AＥ4

Ｅ7

Ｅ4

Ｅ64

Ｅ4A

南浮田
ハーフI.C
南浮田
ハーフI.C

七戸北 I.C七戸北 I.C
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51

大館能代空港I.C大館能代空港I.C

東北Ｉ.Ｃ
七戸Ｉ.Ｃ
東北Ｉ.Ｃ

七戸Ｉ.Ｃ

事 　 業 　 中

供 　 用 　 済

候 補 路 線

計 画 路 線

直 轄 国 道

有 料 道 路

県道・その他

補 助 国 道

並行路線事業中

一般国道路線供用済

一般国道路線事業中

一般国道路線基本計画

Ｌ＝9.7㎞ Ｌ＝6.1㎞Ｌ＝9.7㎞ Ｌ＝6.1㎞

第二みちのく
有料道路

（有料区間）

第二みちのく
有料道路

（有料区間）
百石道路
（有料区間）
百石道路
（有料区間）

（供用済）

洋野種市Ｉ.Ｃ

洋野宿戸Ｉ.Ｃ

洋野有家Ｉ.Ｃ

侍浜南Ｉ.Ｃ

八戸南Ｉ.Ｃ八戸南Ｉ.Ｃ

奥内BP
（事業中）

（
八
戸
北
Ｉ
.Ｃ
）

（
八
戸
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）

（
八
戸
Ｉ
.Ｃ
）

Ｌ
＝
７.１
㎞

Ｌ
＝
１１.０
㎞

野辺地七戸道路
（事業中）

L=3.4km 

むつＩ.ＣむつＩ.Ｃ

（仮）むつ奥内Ｉ.Ｃ（仮）むつ奥内Ｉ.Ｃ

（仮）むつ中野沢Ｉ.Ｃ（仮）むつ中野沢Ｉ.Ｃ

（仮）横浜Ｉ.Ｃ（仮）横浜Ｉ.Ｃ

供用区間 供用区間

弘前尾上道路
L ＝3.6㎞ L ＝7.4㎞

伊勢堂岱I.C伊勢堂岱I.C

西
津
軽
能
代
沿
岸
道
路

西
津
軽
能
代
沿
岸
道
路

高

規

格

道

路

高

規

格

道

路



Ｌ＝７．４㎞

八戸北Ｉ.Ｃ八戸北Ｉ.Ｃ

八戸西スマートＩ.Ｃ八戸西スマートＩ.Ｃ

津軽港

六戸ＪＣＴ六戸ＪＣＴ

尾上黒石道路

そ
の
他
道
路

(

高

規

格

幹

線

道

路)
(

地
域
高
規
格
道
路)

並行路線供用済

基 本 計 画

※高速道とは高速自動車国道（Ａ路線）
※並行路線とは高速自動車国道に並行する
　自動車専用道路（Ａ′路線）
※一般国道路線とは一般国道自動車専用
　道路（Ｂ路線）

L＝12.3㎞L＝3.7㎞ L＝3.8㎞

五所川原西BP

令和７年  ４月現在

八戸南道路

洋野階上道路

久慈北道路

八戸南環状道路

吹越BP
Ｌ＝5.8㎞

横浜南BP
（事業中）

横浜北BP
（事業中）

有戸BP

Ｌ＝６.３㎞

Ｌ＝６.３㎞

Ｌ＝６.９㎞

むつ南BP
（事業中）

鰺ヶ沢道路
柏浮田道路
（事業中） 浪岡五所川原道路

L＝15.7㎞ L＝2㎞

L＝約38㎞

久慈道路

有戸北BP

Ｌ
＝
８.７
㎞

六戸・三沢Ｉ.Ｃ六戸・三沢Ｉ.Ｃ 三沢・十和田・下田Ｉ.Ｃ三沢・十和田・下田Ｉ.Ｃ

下田百石Ｉ.Ｃ下田百石Ｉ.Ｃ

上北Ｉ.Ｃ上北Ｉ.Ｃ

六ヶ所Ｉ.Ｃ

上北自動車道上北自動車道
Ｌ＝約24㎞Ｌ＝約24㎞

Ｌ
＝
８.６
㎞

Ｌ
＝
８.７
㎞

Ｌ
＝
２３
㎞

Ｌ＝３．２㎞

Ｌ
＝
７.０
㎞

Ｌ
＝
１０.４
㎞

Ｌ
＝
約
７０
㎞ 

二井田真中I.C二井田真中I.C

二ツ井
白神I.C

蟹沢I.C

二ツ井
白神I.C

蟹沢I.C

六ヶ所Ｉ.Ｃ

むつ尻屋崎Ｉ.Ｃむつ尻屋崎Ｉ.Ｃ

むつ東通Ｉ.Ｃむつ東通Ｉ.Ｃ

横浜吹越Ｉ.Ｃ

青森空港
有料道路

つがる柏I.Cつがる柏I.C

鰺ヶ沢I.C鰺ヶ沢I.C

高速道供用済

うち県内Ｌ＝３㎞

Ｌ＝１１３㎞

Ｌ＝
１３.２㎞
Ｌ＝
１３.２㎞

Ｌ＝
１４.３㎞
Ｌ＝
１４.３㎞

小坂北I.C

（八戸ＪＣＴ）

（県境）

野辺地BP

（
県
境
）

Ｌ
＝
25.3
㎞

（
青
森
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）

北
　
海
　
道
　
新
　
幹
　
線

青
函
ト
ン
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ル（
北
海
道
新
幹
線
）

Ｅ45

Ｅ4A

Ｅ4AＥ4

Ｅ7

Ｅ4

Ｅ64

Ｅ4A

南浮田
ハーフI.C
南浮田
ハーフI.C

七戸北 I.C七戸北 I.C

（
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慈
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動
車
道
）
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陸
沿
岸
道
路

（
八
戸
・
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慈
自
動
車
道
）

三
陸
沿
岸
道
路

天間林道路天間林道路 上北天間林道路上北天間林道路 上北道路上北道路
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東北Ｉ.Ｃ
七戸Ｉ.Ｃ
東北Ｉ.Ｃ

七戸Ｉ.Ｃ

事 　 業 　 中

供 　 用 　 済

候 補 路 線

計 画 路 線

直 轄 国 道

有 料 道 路

県道・その他

補 助 国 道

並行路線事業中

一般国道路線供用済

一般国道路線事業中

一般国道路線基本計画

Ｌ＝9.7㎞ Ｌ＝6.1㎞Ｌ＝9.7㎞ Ｌ＝6.1㎞

第二みちのく
有料道路

（有料区間）

第二みちのく
有料道路

（有料区間）
百石道路
（有料区間）
百石道路
（有料区間）

（供用済）

洋野種市Ｉ.Ｃ

洋野宿戸Ｉ.Ｃ

洋野有家Ｉ.Ｃ

侍浜南Ｉ.Ｃ

八戸南Ｉ.Ｃ八戸南Ｉ.Ｃ

奥内BP
（事業中）

（
八
戸
北
Ｉ
.Ｃ
）

（
八
戸
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）

（
八
戸
Ｉ
.Ｃ
）

Ｌ
＝
７.１
㎞

Ｌ
＝
１１.０
㎞

野辺地七戸道路
（事業中）

L=3.4km 

むつＩ.ＣむつＩ.Ｃ

（仮）むつ奥内Ｉ.Ｃ（仮）むつ奥内Ｉ.Ｃ

（仮）むつ中野沢Ｉ.Ｃ（仮）むつ中野沢Ｉ.Ｃ

（仮）横浜Ｉ.Ｃ（仮）横浜Ｉ.Ｃ

供用区間 供用区間

弘前尾上道路
L ＝3.6㎞ L ＝7.4㎞

伊勢堂岱I.C伊勢堂岱I.C

西
津
軽
能
代
沿
岸
道
路

西
津
軽
能
代
沿
岸
道
路

高

規

格

道

路

高

規

格

道

路



道路の整備に関するプログラム位置図 （全県）【令和7年4月時点】

交流・物流の拡大と連携を強化するあおもりの道づくり

雪国あおもりの暮らし支える道づくり

次世代へつなぐ持続可能なあおもりの道づくり

自然環境と共生するあおもりの道づくり

安心で快適な地域社会を形成するあおもりの道づくり
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※No.1、No.6～No.11については、
管理路線全域となるため位置図
はありません。

※No.1～No.8については、
管理路線全域となるため
位置図はありません。

※No.8、No.18、No.29、No.58
については管内路線全域のため
位置図はありません。

要概業事名線路oN 前期５年
（2023年度～2027年度）

後期５年
（2028年度～2032年度）

総事業費
（百万円）

要概業事名線路oN 前期５年
（2023年度～2027年度）

後期５年
（2028年度～2032年度）

総事業費
（百万円）

要概業事名線路oN 前期５年
（2023年度～2027年度）

後期５年
（2028年度～2032年度）

総事業費
（百万円）

要概業事名線路oN 前期５年
（2023年度～2027年度）

後期５年
（2028年度～2032年度）

総事業費
（百万円）

7

21

14 15

25

26

要概業事名線路oN 前期５年
（2023年度～2027年度）

後期５年
（2028年度～2032年度）

総事業費
（百万円）

1 国道4号ほか 除雪 事業継続 事業継続

2 （主）弘前岳鰺ヶ沢線（中村町） 堆雪幅確保 事業継続 全線完成 627

3 国道101号（横磯） 堆雪幅確保 事業継続 全線完成 621

4 国道338号（川内町桧川） 融雪溝設置 全線完成 620

5 （一）戸来十和田線（中渡～松屋敷） 堆雪幅確保 事業継続 全線完成 700

6 国道101号ほか11路線 除雪 事業継続 事業継続

7 （主）八戸階上線ほか46路線 除雪 事業継続 事業継続

8 （一）金木停車場線ほか183路線 除雪 事業継続 事業継続

9 国道101号ほか11路線 除雪機械購入 事業継続 事業継続

10 （主）八戸階上線ほか46路線 除雪機械購入 事業継続 事業継続

11 （一）金木停車場線ほか183路線 除雪機械購入 事業継続 事業継続

国事業

県事業

1 国道45号ほか舗装補修 舗装補修 事業継続 事業継続

2 国道4号ほか橋梁等点検 橋梁等点検 事業継続 事業継続

3 国道4号ほか施設点検補修 防災施設等点検 事業継続 事業継続

4 国道4号ほか橋梁補修 橋梁補修 事業継続 事業継続

5 補助国道（県管理全線） 橋梁点検 事業継続 事業継続

6 都道府県道（県管理全線） 橋梁点検 事業継続 事業継続

7 県管理道路 舗装点検 事業継続 事業継続

8 （一）荒川青森停車場線ほか橋梁補修 橋梁補修 事業継続 事業継続

9 国道102号（奥瀬外） 舗装補修 事業継続 全線完成 550

10 国道104号（白萩平外） 舗装補修 事業継続 全線完成 600

11 国道338号（原田外） 舗装補修 全線完成 630

12 国道394号（倉内外） 舗装補修 事業継続 全線完成 500

13 （主）鰺ヶ沢蟹田線（蟹田小国外） 舗装補修 全線完成 500

14 （主）弘前柏線（種市外） 舗装補修 全線完成 610

15 （一）折茂上北町停車場線（上北南） 舗装補修 事業継続 全線完成 500

国事業

県事業

1 国道103号(奥入瀬(青橅山)バイパス）バイパス 事業継続 事業継続 23,000

2 国道280号（蓬田～蟹田バイパス） バイパス 全線完成 9,000

3 （一）常海橋銀線（福舘～女鹿沢） バイパス 事業継続 全線完成 5,090

4 （主）五所川原岩木線（高増） バイパス 全線完成 1,500

5 国道338号（大湊Ⅱ期バイパス） バイパス 全線完成 4,200

6 国道338号（白糠バイパス） バイパス 事業継続 全線完成 10,900

7 （一）後平馬屋尻線（滝沢） 現道拡幅 全線完成 780

国事業

県事業

1 国道101号（柏浮田道路） 高規格道路 事業継続 事業継続 38,000

2 国道4号（野辺地七戸道路） 高規格道路 事業継続 事業継続 29,000

3 国道279号（むつ南バイパス） 高規格道路 全線完成(2025) 25,000

4 国道279号（横浜北バイパス） 高規格道路
部分供用(2025)
事業継続

全線完成 19,600

5 国道279号（横浜南バイパス） 高規格道路 全線完成(2025) 17,400

6 国道279号（奥内バイパス） 高規格道路 事業継続 全線完成 24,900

7 国道394号（榎林バイパス） バイパス 事業継続 全線完成 5,830

8 （一）後平青森線（後平バイパス） バイパス 事業継続 全線完成 4,180

9 国道101号（追良瀬Ⅱ期バイパス） バイパス
部分供用
事業継続

事業継続 5,050

10 （主）東北横浜線（戸鎖） バイパス
部分供用
事業継続

事業継続 2,040

11 （主）鰺ヶ沢蟹田線（牛潟バイパスⅠ期） バイパス 事業継続 事業継続 1,310

12 （一）再賀木造線（千年～善積） バイパス 全線完成 4,290

13 国道339号（今泉～太田バイパス） バイパス 全線完成 2,210

14 （主）青森五所川原線（飯詰） バイパス 事業継続 全線完成 1,280

15 （主）弘前柏線（中崎） バイパス 事業継続 全線完成 1,580

16 （一）常盤新山線（前田屋敷～畑中） バイパス 事業継続 全線完成 1,470

17 （一）稲盛千代町山田線（下相野） バイパス 事業継続 全線完成 1,100

18 国道279号（木野部） バイパス 事業継続 事業継続 10,600

19 （主）五所川原黒石線（梅田バイパスⅠ期） バイパス
部分供用
事業継続

事業継続 3,950

20 （一）後平青森線（下志多） 現道拡幅 全線完成 660

21 （主）八戸環状線（天久岱） バイパス 全線完成 11,650

22 国道454号（豊崎町） バイパス 全線完成 3,300

23 （主）三沢七戸線（春日台～犬落瀬） バイパス 事業継続 全線完成 1,450

24 （主）八戸環状線（市川Ⅱ期） バイパス 事業継続 全線完成 4,900

25 国道101号（岩崎） バイパス 事業継続 事業継続 7,680

26 （一）泊陸奥横浜停車場線（泊～太郎須田） バイパス 事業継続 事業継続 14,200

27 （都）白銀市川環状線（尻内） バイパス 事業継続 全線完成 13,500

国事業

県事業

1 国道7号（鶴ヶ坂防災） 現道拡幅 事業継続 事業継続 19,000

2 国道4号（目時） 登坂車線整備 全線完成

3 国道4号（剣吉） 視距改良 全線完成

4 国道7号（矢立） 登坂車線整備 全線完成

5 国道7号（榊） 交差点改良 全線完成

6 国道104号（高橋） 線形改良 全線完成

7 国道4号（狩場沢） 交差点改良 事業継続 全線完成

8 国道45号ほか橋梁耐震補強 橋梁耐震補強 事業継続 事業継続

9 国道7号（浜田） 交差点改良 全線完成

10 国道7号（津賀野） 交差点改良 全線完成

11 国道7号（戸山） 交差点改良 全線完成

12 国道7号（駒込） 交差点改良 全線完成

13 国道104号（田面木） 交差点改良 全線完成

14 国道4号（二十平） 交差点改良 全線完成

15 国道45号（城下） 交差点改良 全線完成

16 国道45号（四本松） 交差点改良 全線完成

17 国道4号（岡造道） 交差点改良 全線完成

18 上北自動車道ほか構造物補修 構造物補修 事業継続 事業継続

19 国道104号　青森104号電線共同溝 電線地中化 事業継続 事業継続

20 国道7号　青森7号電線共同溝 電線地中化 事業継続 事業継続

21 国道45号（苗振谷地） 交差点改良 事業継続 全線完成

22 （主）むつ尻屋崎線（赤坂橋） 橋梁架替 全線完成 1,400

23 （一）米山菖蒲川線（保安橋） 橋梁架替 全線完成(2023) 3,916

24 （一）馬門野辺地線（野辺地橋） 橋梁架替 全線完成 1,570

25 （一）前坂藤崎線（藤崎橋） 橋梁架替 全線完成 1,730

26 （主）三沢十和田線（古間木橋） 橋梁架替 全線完成(2024) 5,140

27 国道103号（通天橋） 橋梁架替 全線完成 600

28 国道339号（新長富橋） 橋梁架替 全線完成 1,160

29 国道394号ほか橋梁耐震補強 橋梁耐震補強 事業継続 事業継続

30 （一）三戸南部線（古牧橋） 橋梁架替 全線完成 1,240

31 （一）中ノ渡十和田線（大正橋） 橋梁架替 全線完成 1,000

32 （主）十和田三戸線（稲生橋） 橋梁架替 全線完成 520

33 （主）橋向五戸線（轟木橋） 橋梁架替 事業継続 全線完成 560

34 国道454号（金ヶ沢） 歩道整備 全線完成(2024) 857

35 （主）三沢十和田線（一本木沢） 自転車歩行者道整備 全線完成(2024) 574

36 （一）上野十和田線（上野） 歩道整備 全線完成 1,200

37 （一）津軽新城停車場油川線（新城） 歩道整備 全線完成 1,225

38 （一）吹上金屋黒石線（町居） 歩道整備 全線完成 888

39 （一）吹上金屋黒石線（長崎） 歩道整備 全線完成(2023) 521

40 国道102号（板留～葛川） 災害防除 全線完成 1,420

41 国道454号（宇樽部１） 災害防除 全線完成 583

42 国道279号（易国間３） 災害防除 全線完成 855

43 国道338号（牛滝） 災害防除 事業継続 事業継続 747

44 （一）松代町陸奥赤石停車場線（深谷町Ⅰ） 現道拡幅 事業継続 全線完成 2,000

45 （一）増田浅虫線（増田～浅虫） 現道拡幅 全線完成 1,500

46 （主）岩木山環状線（芦萢町） 災害防除 全線完成 512

47 （一）苫米地兎内線（苫米地(1)） 歩道整備 全線完成(2024) 500

48 国道338号（三川目） 歩道整備 事業継続 全線完成 560

49 国道338号 （二川目） 現道拡幅 全線完成 1,380

50 （主）五所川原浪岡線（下石川） 歩道整備 事業継続 全線完成 700

51 （一）櫛引上名久井三戸線（埖渡） 現道拡幅 全線完成 910

52 （一）蒔田五所川原線（蒔田橋） 現道拡幅 全線完成(2024) 630

53 国道338号（田野沢） 歩道整備 全線完成 500

54 （主）夏泊公園線（久慈ノ浜） 歩道整備 全線完成 1,542

55 国道103号（奥瀬１） 災害防除 全線完成 1,079

56 国道102号（奥瀬２） 災害防除 全線完成 817

57 国道338号（長後） 災害防除 事業継続 事業継続 1,000

58 国道103号ほか（青森市ほか） 道路照明灯LED化 全線完成 900

59 国道338号（仏ヶ浦） 災害防除 全線完成 551

60 （都）紺屋町野田線 現道拡幅 全線完成 4,260

61 （都）沼館三日町線 電線地中化 全線完成 4,110

62 （都）西滝新城線（新城１工区） 電線地中化 事業継続 全線完成 2,900

63 （都）西滝新城線（新城２工区） 電線地中化 事業継続 全線完成 2,070

64 （都）堤町通り浜田線 現道拡幅 全線完成 2,683

65 （都）八戸大通り線（根城） 電線地中化 事業継続 全線完成 539

県事業

国事業

※当プログラムの記載内容については、現時点
　での今後の実施の目標を示したものであり、
　財政状況、事業の進捗状況等により、今後
　適宜見直ししていくこととしております。



道路の整備に関するプログラム位置図 （全県）【令和7年4月時点】

交流・物流の拡大と連携を強化するあおもりの道づくり

雪国あおもりの暮らし支える道づくり

次世代へつなぐ持続可能なあおもりの道づくり

自然環境と共生するあおもりの道づくり

安心で快適な地域社会を形成するあおもりの道づくり
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※No.1、No.6～No.11については、
管理路線全域となるため位置図
はありません。

※No.1～No.8については、
管理路線全域となるため
位置図はありません。

※No.8、No.18、No.29、No.58
については管内路線全域のため
位置図はありません。
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要概業事名線路oN 前期５年
（2023年度～2027年度）

後期５年
（2028年度～2032年度）

総事業費
（百万円）

1 国道4号ほか 除雪 事業継続 事業継続

2 （主）弘前岳鰺ヶ沢線（中村町） 堆雪幅確保 事業継続 全線完成 627

3 国道101号（横磯） 堆雪幅確保 事業継続 全線完成 621

4 国道338号（川内町桧川） 融雪溝設置 全線完成 620

5 （一）戸来十和田線（中渡～松屋敷） 堆雪幅確保 事業継続 全線完成 700

6 国道101号ほか11路線 除雪 事業継続 事業継続

7 （主）八戸階上線ほか46路線 除雪 事業継続 事業継続

8 （一）金木停車場線ほか183路線 除雪 事業継続 事業継続

9 国道101号ほか11路線 除雪機械購入 事業継続 事業継続

10 （主）八戸階上線ほか46路線 除雪機械購入 事業継続 事業継続

11 （一）金木停車場線ほか183路線 除雪機械購入 事業継続 事業継続

国事業

県事業

1 国道45号ほか舗装補修 舗装補修 事業継続 事業継続

2 国道4号ほか橋梁等点検 橋梁等点検 事業継続 事業継続

3 国道4号ほか施設点検補修 防災施設等点検 事業継続 事業継続

4 国道4号ほか橋梁補修 橋梁補修 事業継続 事業継続

5 補助国道（県管理全線） 橋梁点検 事業継続 事業継続

6 都道府県道（県管理全線） 橋梁点検 事業継続 事業継続

7 県管理道路 舗装点検 事業継続 事業継続

8 （一）荒川青森停車場線ほか橋梁補修 橋梁補修 事業継続 事業継続

9 国道102号（奥瀬外） 舗装補修 事業継続 全線完成 550

10 国道104号（白萩平外） 舗装補修 事業継続 全線完成 600

11 国道338号（原田外） 舗装補修 全線完成 630

12 国道394号（倉内外） 舗装補修 事業継続 全線完成 500

13 （主）鰺ヶ沢蟹田線（蟹田小国外） 舗装補修 全線完成 500

14 （主）弘前柏線（種市外） 舗装補修 全線完成 610

15 （一）折茂上北町停車場線（上北南） 舗装補修 事業継続 全線完成 500

国事業

県事業

1 国道103号(奥入瀬(青橅山)バイパス）バイパス 事業継続 事業継続 23,000

2 国道280号（蓬田～蟹田バイパス） バイパス 全線完成 9,000

3 （一）常海橋銀線（福舘～女鹿沢） バイパス 事業継続 全線完成 5,090

4 （主）五所川原岩木線（高増） バイパス 全線完成 1,500

5 国道338号（大湊Ⅱ期バイパス） バイパス 全線完成 4,200

6 国道338号（白糠バイパス） バイパス 事業継続 全線完成 10,900

7 （一）後平馬屋尻線（滝沢） 現道拡幅 全線完成 780

国事業

県事業

1 国道101号（柏浮田道路） 高規格道路 事業継続 事業継続 38,000

2 国道4号（野辺地七戸道路） 高規格道路 事業継続 事業継続 29,000

3 国道279号（むつ南バイパス） 高規格道路 全線完成(2025) 25,000

4 国道279号（横浜北バイパス） 高規格道路
部分供用(2025)
事業継続

全線完成 19,600

5 国道279号（横浜南バイパス） 高規格道路 全線完成(2025) 17,400

6 国道279号（奥内バイパス） 高規格道路 事業継続 全線完成 24,900

7 国道394号（榎林バイパス） バイパス 事業継続 全線完成 5,830

8 （一）後平青森線（後平バイパス） バイパス 事業継続 全線完成 4,180

9 国道101号（追良瀬Ⅱ期バイパス） バイパス
部分供用
事業継続

事業継続 5,050

10 （主）東北横浜線（戸鎖） バイパス
部分供用
事業継続

事業継続 2,040

11 （主）鰺ヶ沢蟹田線（牛潟バイパスⅠ期） バイパス 事業継続 事業継続 1,310

12 （一）再賀木造線（千年～善積） バイパス 全線完成 4,290

13 国道339号（今泉～太田バイパス） バイパス 全線完成 2,210

14 （主）青森五所川原線（飯詰） バイパス 事業継続 全線完成 1,280

15 （主）弘前柏線（中崎） バイパス 事業継続 全線完成 1,580

16 （一）常盤新山線（前田屋敷～畑中） バイパス 事業継続 全線完成 1,470

17 （一）稲盛千代町山田線（下相野） バイパス 事業継続 全線完成 1,100

18 国道279号（木野部） バイパス 事業継続 事業継続 10,600

19 （主）五所川原黒石線（梅田バイパスⅠ期） バイパス
部分供用
事業継続

事業継続 3,950

20 （一）後平青森線（下志多） 現道拡幅 全線完成 660

21 （主）八戸環状線（天久岱） バイパス 全線完成 11,650

22 国道454号（豊崎町） バイパス 全線完成 3,300

23 （主）三沢七戸線（春日台～犬落瀬） バイパス 事業継続 全線完成 1,450

24 （主）八戸環状線（市川Ⅱ期） バイパス 事業継続 全線完成 4,900

25 国道101号（岩崎） バイパス 事業継続 事業継続 7,680

26 （一）泊陸奥横浜停車場線（泊～太郎須田） バイパス 事業継続 事業継続 14,200

27 （都）白銀市川環状線（尻内） バイパス 事業継続 全線完成 13,500

国事業

県事業

1 国道7号（鶴ヶ坂防災） 現道拡幅 事業継続 事業継続 19,000

2 国道4号（目時） 登坂車線整備 全線完成

3 国道4号（剣吉） 視距改良 全線完成

4 国道7号（矢立） 登坂車線整備 全線完成

5 国道7号（榊） 交差点改良 全線完成

6 国道104号（高橋） 線形改良 全線完成

7 国道4号（狩場沢） 交差点改良 事業継続 全線完成

8 国道45号ほか橋梁耐震補強 橋梁耐震補強 事業継続 事業継続

9 国道7号（浜田） 交差点改良 全線完成

10 国道7号（津賀野） 交差点改良 全線完成

11 国道7号（戸山） 交差点改良 全線完成

12 国道7号（駒込） 交差点改良 全線完成

13 国道104号（田面木） 交差点改良 全線完成

14 国道4号（二十平） 交差点改良 全線完成

15 国道45号（城下） 交差点改良 全線完成

16 国道45号（四本松） 交差点改良 全線完成

17 国道4号（岡造道） 交差点改良 全線完成

18 上北自動車道ほか構造物補修 構造物補修 事業継続 事業継続

19 国道104号　青森104号電線共同溝 電線地中化 事業継続 事業継続

20 国道7号　青森7号電線共同溝 電線地中化 事業継続 事業継続

21 国道45号（苗振谷地） 交差点改良 事業継続 全線完成

22 （主）むつ尻屋崎線（赤坂橋） 橋梁架替 全線完成 1,400

23 （一）米山菖蒲川線（保安橋） 橋梁架替 全線完成(2023) 3,916

24 （一）馬門野辺地線（野辺地橋） 橋梁架替 全線完成 1,570

25 （一）前坂藤崎線（藤崎橋） 橋梁架替 全線完成 1,730

26 （主）三沢十和田線（古間木橋） 橋梁架替 全線完成(2024) 5,140

27 国道103号（通天橋） 橋梁架替 全線完成 600

28 国道339号（新長富橋） 橋梁架替 全線完成 1,160

29 国道394号ほか橋梁耐震補強 橋梁耐震補強 事業継続 事業継続

30 （一）三戸南部線（古牧橋） 橋梁架替 全線完成 1,240

31 （一）中ノ渡十和田線（大正橋） 橋梁架替 全線完成 1,000

32 （主）十和田三戸線（稲生橋） 橋梁架替 全線完成 520

33 （主）橋向五戸線（轟木橋） 橋梁架替 事業継続 全線完成 560

34 国道454号（金ヶ沢） 歩道整備 全線完成(2024) 857

35 （主）三沢十和田線（一本木沢） 自転車歩行者道整備 全線完成(2024) 574

36 （一）上野十和田線（上野） 歩道整備 全線完成 1,200

37 （一）津軽新城停車場油川線（新城） 歩道整備 全線完成 1,225

38 （一）吹上金屋黒石線（町居） 歩道整備 全線完成 888

39 （一）吹上金屋黒石線（長崎） 歩道整備 全線完成(2023) 521

40 国道102号（板留～葛川） 災害防除 全線完成 1,420

41 国道454号（宇樽部１） 災害防除 全線完成 583

42 国道279号（易国間３） 災害防除 全線完成 855

43 国道338号（牛滝） 災害防除 事業継続 事業継続 747

44 （一）松代町陸奥赤石停車場線（深谷町Ⅰ） 現道拡幅 事業継続 全線完成 2,000

45 （一）増田浅虫線（増田～浅虫） 現道拡幅 全線完成 1,500

46 （主）岩木山環状線（芦萢町） 災害防除 全線完成 512

47 （一）苫米地兎内線（苫米地(1)） 歩道整備 全線完成(2024) 500

48 国道338号（三川目） 歩道整備 事業継続 全線完成 560

49 国道338号 （二川目） 現道拡幅 全線完成 1,380

50 （主）五所川原浪岡線（下石川） 歩道整備 事業継続 全線完成 700

51 （一）櫛引上名久井三戸線（埖渡） 現道拡幅 全線完成 910

52 （一）蒔田五所川原線（蒔田橋） 現道拡幅 全線完成(2024) 630

53 国道338号（田野沢） 歩道整備 全線完成 500

54 （主）夏泊公園線（久慈ノ浜） 歩道整備 全線完成 1,542

55 国道103号（奥瀬１） 災害防除 全線完成 1,079

56 国道102号（奥瀬２） 災害防除 全線完成 817

57 国道338号（長後） 災害防除 事業継続 事業継続 1,000

58 国道103号ほか（青森市ほか） 道路照明灯LED化 全線完成 900

59 国道338号（仏ヶ浦） 災害防除 全線完成 551

60 （都）紺屋町野田線 現道拡幅 全線完成 4,260

61 （都）沼館三日町線 電線地中化 全線完成 4,110

62 （都）西滝新城線（新城１工区） 電線地中化 事業継続 全線完成 2,900

63 （都）西滝新城線（新城２工区） 電線地中化 事業継続 全線完成 2,070

64 （都）堤町通り浜田線 現道拡幅 全線完成 2,683

65 （都）八戸大通り線（根城） 電線地中化 事業継続 全線完成 539

県事業

国事業

※当プログラムの記載内容については、現時点
　での今後の実施の目標を示したものであり、
　財政状況、事業の進捗状況等により、今後
　適宜見直ししていくこととしております。
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下北半島縦貫道路（むつ南バイパス）部分供用
上北自動車道（天間林道路）完成

八戸都市計画道路３・５・１沼館三日町線 部分供用
みちのく有料道路料金所 ETC供用（12月19日）
主要地方道五所川原黒石線（梅田工区） 部分供用

令和2年

令和3年
令和4年

令和5年
令和6年

都市計画道路白銀市川環状線及び主要地方道
八戸三沢線（碇田～上白川工区） 完成
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通行規制情報を

リアルタイムで
お届けします。

道路課の

取り組みを紹介中

ぜひ、フォローを！！

〇 青 森 み ち 情 報 〇

〇 X（旧ツイッター）で道路情報を発信しています 〇
最新の道路情報をゲット！

青森の道路情報満載サイトでござる！

▲専用サイトはこちら！
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